
特集  「質保証」から「質向上」へ

　ま
ず
、
大
学
教
育
の
現
状
を
確
認
す

る
た
め
に
、
大
学
基
準
協
会
に
よ
る
大

学
教
員
調
査
を
見
て
い
く
。「
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」
は
教
育
の
質
向
上

を
図
る
、
重
視
す
べ
き
政
策
だ
。
し
か

し
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
教
員

は
約
半
数
【
図
表
１
】。
学
部
長
は
他

教
員
に
比
べ
て
認
知
度
が
高
く
、
教
育

改
善
が
進
ん
だ
と
す
る
声
も
多
い
が
、

認
知
し
て
い
て
も
改
善
が
進
ん
で
い
な

い
と
す
る
層
が
３
割
い
る
【
図
表
２
】。

　学
習
成
果
の
把
握
へ
の
意
識
は
ど
う

か
。
８
割
近
く
が
学
習
成
果
の
可
視
化

を
推
進
す
べ
き
と
し
、
９
割
が
授
業
評

価
の
結
果
を
授
業
改
善
に
活
用
し
て
い

る
と
回
答
【
図
表
3
】。
一
方
、
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
や
測
定
す
る
テ
ス
ト
の
役

立
ち
感
に
つ
い
て
は
、
学
部
系
統
に

よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
、医
歯
薬
看
護
・

健
康
系
統
と
農
学
系
統
と
で
は
20
ポ
イ

ン
ト
以
上
の
差
が
見
ら
れ
た
【
図
表

６
】。
大
い
な
る
全
学
課
題
だ
ろ
う
。

　教
育
改
善
の
基
盤
と
な
る
３
つ
の
ポ
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大
学
教
育
の
質
の
現
状
や

向
上
に
向
け
た
施
策
の
進
捗
に
つ
い
て
、

「
教
員
」
の
認
識
と
、「
学
生
」「
保
護
者
」

「
企
業
」
の
視
点
か
ら
、課
題
を
探
る
。

教
育
の
質
の
現
状
と
課
題

〜
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
見
た
現
在
地

教
員
の
認
識

現
場
の
教
員
か
ら
見
て
も

教
育
改
善
は
道
半
ば

REPOR
T

リ
シ
ー
の
扱
い
は
ど
う
か
。
概
ね
D
P

は
教
育
方
法
と
評
価
、
A
P
は
入
試
形

態
と
ひ
も
づ
い
て
い
る
【
図
表
４
】。

し
か
し
、
逆
に
ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し
時

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
定
す
る
割
合
は

や
や
下
が
る
。
ま
た
、
D
P
を
意
識
し

て
授
業
設
計
を
し
て
い
な
い
教
員
は
2

割
い
る
【
図
表
9
】。

　【図
表
５
】
は
教
育
改
善
の
取
り
組

み
の
状
況
だ
。「
教
員
相
互
の
授
業
参

観
」
と
「
学
習
成
果
を
測
定
す
る
共
通

テ
ス
ト
」の
実
施
割
合
は
半
数
以
下
で
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
「
C
」
が
発
展

途
上
と
言
え
る
。
予
算
や
人
事
面
の
施

策
が
手
薄
な
大
学
も
あ
る
よ
う
だ
。

　学
生
参
画
の
状
況
は
ど
う
か
。「
授

業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
ほ
と
ん
ど
の

大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
学
生
の
委
員
会
参
加
」
や
「
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
」
な
ど
の
〝
協
同
〞

は
、
ご
く
一
部
の
大
学
で
の
実
施
に
と

ど
ま
る
【
図
表
７
】。
学
生
の
参
画
に

よ
り
、
教
育
改
善
に
対
す
る
教
職
員
の

意
識
や
、
教
員
・
学
生
の
授
業
に
対
す

る
意
識
は
大
き
く
向
上
し
、
学
生
の
満

足
度
も
高
ま
る
た
め
【
図
表
８
】、
力

を
入
れ
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　内
部
質
保
証
へ
の
学
生
参
画
に
は
、

「
モ
デ
ル
が
な
い
」「
国
の
支
援
が
な
い
」

な
ど
、
環
境
に
課
題
感
が
あ
る
が
、
未

着
手
な
ら
図
表
7
を
参
考
に
、
大
半
の

大
学
で
実
施
し
て
い
る
学
生
調
査
の
積

極
活
用
か
ら
始
め
て
は
ど
う
か
。

【図表1】教学マネジメント政策
の認知度

【図表8】学生参画による教育改善の実現

【図表9】自身の授業の質向上のためにしていること

【図表3】学習成果の把握への意識【図表6】学習成果の可視化にポートフォリオと
共通テスト は有効・有用か（学部系統別 ）

【図表7】内部質保証への学生参画の内容

【図表10】内部質保証における学生参画を行ううえでの課題 【図表4】学部・学科での
３つのポリシーの実態

分野別質保証のための参照基準

教学マネジメント指針

内容を
知っていて
学内での議論
で参考にした

ポートフォリオ等の学習進捗管理
システムは有効な仕掛けである

内容を
ある程度
知っている

授業評価アンケートを実施する

学生の学習実態調査を実施する

大学教育全般について学生の意見を聴取する

部活動やサークル活動等を通じて、教育環境の改善に向けた意見を聴取する

複数名の学生に依頼し、授業の改善点に関する意見を聴取する

学生が大学や法人の委員会等に参加する

学位プログラムの評価を学生と教職員とが協同で行う

学生発案型授業を実施する
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学位プログラムを学生と教職員とが協同で作成する
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特集  「質保証」から「質向上」へ

　ま
ず
、
大
学
教
育
の
現
状
を
確
認
す

る
た
め
に
、
大
学
基
準
協
会
に
よ
る
大

学
教
員
調
査
を
見
て
い
く
。「
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」
は
教
育
の
質
向
上

を
図
る
、
重
視
す
べ
き
政
策
だ
。
し
か

し
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
教
員

は
約
半
数
【
図
表
１
】。
学
部
長
は
他

教
員
に
比
べ
て
認
知
度
が
高
く
、
教
育

改
善
が
進
ん
だ
と
す
る
声
も
多
い
が
、

認
知
し
て
い
て
も
改
善
が
進
ん
で
い
な

い
と
す
る
層
が
３
割
い
る
【
図
表
２
】。

　学
習
成
果
の
把
握
へ
の
意
識
は
ど
う

か
。
８
割
近
く
が
学
習
成
果
の
可
視
化

を
推
進
す
べ
き
と
し
、
９
割
が
授
業
評

価
の
結
果
を
授
業
改
善
に
活
用
し
て
い

る
と
回
答
【
図
表
3
】。
一
方
、
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
や
測
定
す
る
テ
ス
ト
の
役

立
ち
感
に
つ
い
て
は
、
学
部
系
統
に

よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
、医
歯
薬
看
護
・

健
康
系
統
と
農
学
系
統
と
で
は
20
ポ
イ

ン
ト
以
上
の
差
が
見
ら
れ
た
【
図
表

６
】。
大
い
な
る
全
学
課
題
だ
ろ
う
。

　教
育
改
善
の
基
盤
と
な
る
３
つ
の
ポ
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学
生
の
視
点

保
護
者
の
視
点

リ
シ
ー
の
扱
い
は
ど
う
か
。
概
ね
D
P

は
教
育
方
法
と
評
価
、
A
P
は
入
試
形

態
と
ひ
も
づ
い
て
い
る
【
図
表
４
】。

し
か
し
、
逆
に
ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し
時

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
定
す
る
割
合
は

や
や
下
が
る
。
ま
た
、
D
P
を
意
識
し

て
授
業
設
計
を
し
て
い
な
い
教
員
は
2

割
い
る
【
図
表
9
】。

　【図
表
５
】
は
教
育
改
善
の
取
り
組

み
の
状
況
だ
。「
教
員
相
互
の
授
業
参

観
」
と
「
学
習
成
果
を
測
定
す
る
共
通

テ
ス
ト
」の
実
施
割
合
は
半
数
以
下
で
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
「
C
」
が
発
展

途
上
と
言
え
る
。
予
算
や
人
事
面
の
施

策
が
手
薄
な
大
学
も
あ
る
よ
う
だ
。

　学
生
参
画
の
状
況
は
ど
う
か
。「
授

業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
ほ
と
ん
ど
の

大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
学
生
の
委
員
会
参
加
」
や
「
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
」
な
ど
の
〝
協
同
〞

は
、
ご
く
一
部
の
大
学
で
の
実
施
に
と

ど
ま
る
【
図
表
７
】。
学
生
の
参
画
に

よ
り
、
教
育
改
善
に
対
す
る
教
職
員
の

意
識
や
、
教
員
・
学
生
の
授
業
に
対
す

る
意
識
は
大
き
く
向
上
し
、
学
生
の
満

足
度
も
高
ま
る
た
め
【
図
表
８
】、
力

を
入
れ
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　内
部
質
保
証
へ
の
学
生
参
画
に
は
、

「
モ
デ
ル
が
な
い
」「
国
の
支
援
が
な
い
」

な
ど
、
環
境
に
課
題
感
が
あ
る
が
、
未

着
手
な
ら
図
表
7
を
参
考
に
、
大
半
の

大
学
で
実
施
し
て
い
る
学
生
調
査
の
積

極
活
用
か
ら
始
め
て
は
ど
う
か
。

　　学
生
視
点
で
見
た
教
育
の
質
に
つ
い

て
、
文
科
省
の
「
全
国
学
生
調
査
」
の

結
果
か
ら
見
て
い
く
。「
授
業
経
験
」

で
は
、「
授
業
内
容
の
説
明
」は
約
9
割
、

「
授
業
外
に
行
う
べ
き
学
習
の
指
示
」

は
約
8
割
が
経
験
。
一
方
で
、「
提
出

物
へ
の
コ
メ
ン
ト
」「
Ｔ
Ａ
な
ど
に
よ

る
補
助
的
な
指
導
」
は
半
数
程
度
に
過

ぎ
な
い
【
図
表
1
】。「
有
用
な
学
び
の

経
験
」
で
は
、
経
験
者
に
限
定
す
る
と

「
海
外
留
学
・
海
外
研
修
」
を
有
用
と

す
る
割
合
が
最
も
高
い
が
、
経
験
者
自

体
が
少
な
い
の
が
課
題
だ
【
図
表
２
】。

　身
に
付
い
た
知
識
・
能
力
と
し
て
学

生
が
最
も
自
覚
で
き
て
い
る
の
は
、「
専

門
分
野
の
知
識・理
解
」【
図
表
3
】。「
社

会
的
責
任
や
倫
理
観
」「
多
様
な
人
々

の
理
解
を
得
な
が
ら
協
働
す
る
力
」
も

８
割
を
超
え
た
。
一
方
で
、「
数
理
・

統
計
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」「
外
国

語
運
用
能
力
」
は
、
４
、
５
割
だ
っ
た
。

　「学
び
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
」

で
は
、「
教
職
員
は
学
生
と
向
き
合
っ

て
い
る
」「
卒
業
時
ま
で
に
身
に
付
け

る
べ
き
知
識
や
能
力
を
理
解
」「
成
長

を
実
感
」
に
は
8
割
の
学
生
が
肯
定
的

に
回
答
【
図
表
4
】。
し
か
し
、「
学
生

の
意
見
に
よ
る
教
育
の
改
善
」
を
実
感

し
て
い
る
の
は
半
数
以
下
で
、
学
生
参

画
に
よ
る
質
向
上
策
が
望
ま
れ
る
。

 

　　進
路
決
定
に
お
け
る
保
護
者
の
影
響

力
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
保
護
者
対
象

の
調
査
を
実
施
し
た
。
大
学
選
択
で
重

視
し
た
こ
と
は
「
子
ど
も
が
学
び
た
い

学
問
分
野
」
が
ト
ッ
プ
で
、「
立
地
」「
費

用
」が
続
い
た【
図
表
5
】。「
立
地
」「
費

用
」
と
「
偏
差
値
」「
入
試
」
は
保
護

者
が
調
べ
て
い
る
割
合
も
高
い
。一
方
、

「
学
問
分
野
」「
基
礎
的
な
能
力
が
身
に

付
く
」
等
は
重
視
度
に
比
し
て
調
べ
ら

れ
て
い
な
い
。

　保
護
者
は
大
学
の
教
育
力
を
何
で
判

断
し
て
い
る
の
か
【
図
表
6
】。
回
答

が
集
中
し
た
の
は
「
卒
業
生
の
活
躍
」

「
面
倒
見
の
よ
さ
」「
国
家
試
験
な
ど
の

合
格
率
」「
大
手
企
業
へ
の
就
職
」
の

4
つ
だ
。
資
格
取
得
を
含
め
た
就
職
面

の
成
果
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
入
学
後

に
大
学
か
ら
提
供
し
て
ほ
し
い
情
報
で

も
、「
就
職
状
況
」「
就
職
活
動
の
方
法
」

「
資
格
取
得
状
況
」
は
上
位
に
連
な
っ

て
い
る
【
図
表
7
】。

　保
護
者
が
魅
力
的
だ
と
思
う
授
業
に

つ
い
て
、
教
員
へ
の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
調
査
と
類
似
の
回
答
項
目
で
調
査
し

た
【
図
表
8
】。「
と
て
も
魅
力
的
」
と

答
え
た
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
の
は

「
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
を
ふ
ま
え
た

授
業
設
計
」
で
、
学
生
の
声
を
生
か
し

た
授
業
を
望
む
声
も
多
い
。

学
生
と
の
双
方
向
性
に
は

検
討
の
余
地
あ
り

保
護
者
が
重
視
す
る
の
は

就
職
面
の
成
果
と
そ
の
情
報

【図表1】大学の授業での経験の有無

【図表3】身に付いた知識や力【図表4】学びを振り返って思うこと

【図表2】有用な学びの経験

授業内容の意義や必要性を十分に説明してくれる

予習・復習など授業時間外に行うべき学習が指示される

グループワークやディスカッションの機会がある

質疑応答など、教員等との意見交換の機会がある 

受講者数が概ね20名以下の少人数で実施される授業の機会がある

課題等の提出物に適切なコメントが付されて返却される

ティーチングアシスタントなどによる補助的な指導がある

図書館やラーニングスペースなど大学施設を活用した自主的な学習

卒業論文・卒業研究・卒業制作などの教育（最終学年生のみ）

大学での学習の方法（スタディ・スキル）を学ぶ科目

授業時間以外で、教員に質問・相談するオフィス・アワー

キャリアに関する科目、キャリアカウンセリング

主に英語で行われる授業の履修（語学科目を除く）

学内で自分と異なる文化圏の学生と交流する機会

インターンシップ（５日間以上）

海外の大学等が提供するオンライン授業（オンライン留学等）

海外留学・海外研修（短期留学も含む）

専門分野に関する知識・理解

社会的責任や倫理観

多様な人々の理解を得ながら協働する力

文献・資料を収集・分析する力

将来の仕事につながるような知識・技能

問題を見つけて解決方法を考える力

論理的に文章を書く力

人に分かりやすく話す力

知識やスキルを活用して一つのものをつくり出す力

文理を超えた幅広い知識、ものの見方

異なる文化に関する知識・理解

数理・統計・データサイエンスに関する知識・技能

外国語を読む力・書く力

外国語を聞く力・話す力
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＊文部科学省「令和４年度『全国学生調査（第３回試行実施）』結果」（2022年11月～2023年1月実施／大学2年生・4年生以上 n=101,072）
を基にBetween編集部にて一部加工

大学での学びによって
自分自身の成長を実感している

教職員が学生と向き合って
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大学が学生に卒業時までに
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（％）

（％）

（％）

0 20 40 60 80 100
（％）

0 20 40 60 80 100
（％）

そう思う

ある程度
そう思う

あまりそうは
思わない・
そうは
思わない 24.725.7

31.5

55.0
53.8

50.5

20.2

授業アンケート等の
学生の意見を通じて
大学教育が良くなっている

（％）

12.2

36.9
50.9

20.5

17.9

38.9

37.0   

44.8                         

34.6                              

30.8                                    

30.6                                           

15.1                                                         

7.1                                                                

5.7                                                                        

3.4                                                                        

7.2

12.9  

15.2                

14.6                             

15.5                                     

19.8                                        

5.9                                                                           

3.9                                                                                         

3.2                                                                                                

 2.0                                                                                                    

12.0 

10.4

20.2      

30.6            

36.5                 

36.3                

69.7                                        

80.7                                                 

86.8                                                   

89.7                                                    

100

80

60

40

20

0

【図表5】大学選択で重視したこと・調べたこと

【図表7】入学後、大学から提供してほしい情報

【図表8】魅力的だと思う授業

【図表6】「教育力が高い大学」を見極める際に、
重視すべきだと思うこと
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学
部
学
科
の
新
設
が
相
次
い
で
い
る

海
外
か
ら
の
留
学
生
が
多
い

学
部
の
数
が
多
い

有
名
な
教
授
が
い
る

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
で

上
位
に
評
価
さ
れ
て
い
る

成
績
を
厳
格
に
つ
け
て
い
る

中
退
率
が
低
い

入
学
者
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
る

入
試
難
易
度（
偏
差
値
）が
高
い

志
願
者
数
が
多
い

様
々
な
デ
ー
タ
を
積
極
的
に
公
表
し
て
い
る

研
究
の
成
果
が
目
立
つ

最
先
端
の
設
備
・
施
設
が
あ
る

大
手
企
業
に
就
職
す
る
卒
業
生
が
多
い

国
家
試
験
な
ど
の
合
格
率
が
高
い

学
生
の
面
倒
見
が
い
い

多
く
の
卒
業
生
が
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
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ミ
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シ
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ポ
リ
シ
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大
学
の
認
証
評
価
結
果

大
学
情
報
が
き
ち
ん
と

公
開
さ
れ
て
い
る
か

国
の
修
学
支
援
新
制
度

（
給
付
型
奨
学
金
・
授
業
料
減
免
）が

適
用
に
な
る
大
学
か

経
営
の
安
定
性（
定
員
割
れ
し
て

い
な
い
か
、財
務
状
況
は
よ
い
か
な
ど
）

学
生
の
成
長
度

教
育
の
方
法
、特
徴

資
格
取
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に
関
す
る
こ
と

施
設
・
設
備
の
充
実

学
生
の
満
足
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知
名
度
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判

自
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親
元
）か
ら
通
え
る
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と

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
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役
立
つ

基
礎
的
な
能
力
が
身
に
付
く
こ
と

卒
業
生
の
就
職
に
関
す
る
こ
と

大
学
・
学
部
の
偏
差
値

専
門
的
な
知
識
が
身
に
付
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こ
と

入
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る
こ
と

お
金
に
関
す
る
こ
と

（
授
業
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、奨
学
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な
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学
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あ
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　「出
口
」
の
一
つ
で
あ
る
就
職
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
ベ
ネ
ッ
セ
ｉ-

キ
ャ

リ
ア
が
実
施
し
た
企
業
の
人
事
担
当
者

へ
の
調
査
結
果
速
報
か
ら
、
企
業
と
大

学
の
「
出
口
の
質
」
に
対
す
る
認
識
を

紹
介
す
る
。
ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
た
学
生
を
見
て
、
企
業
が

自
己
理
解
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
る

項
目
の
最
上
位
は
「
強
み
・
弱
み
の
把

握
」【
図
表
１
】。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中

で
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
を
活
用
し

た
自
己
省
察
の
機
会
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　【図
表
2
】
は
、
新
卒
採
用
の
本
選

考
で
学
生
の
何
を
重
視
す
る
か
を
聞
い

た
結
果
だ
。ト
ッ
プ
は「
人
柄
や
性
格
」。

３
番
目
の
「
汎
用
的
ス
キ
ル
」
と
5
番

目
の
「
専
門
的
ス
キ
ル
」
は
大
学
で
育

成
で
き
る
力
だ
。【
図
表
3
】
は
「
企

業
が
求
め
る
水
準
と
採
用
し
た
学
生
の

水
準
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
（
改
善

さ
せ
た
い
）
選
考
基
準
」
を
聞
い
た
も

の
。「
専
門
的
ス
キ
ル
」
に
比
べ
、「
汎

用
的
ス
キ
ル
」は
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
。

大
学
側
の
「
評
価
し
て
ほ
し
い
観
点
」

は
、
企
業
の
「
選
考
基
準
」
の
上
位
と

一
致
し
て
い
る
【
図
表
4
】
た
め
、「
汎

用
的
ス
キ
ル
」
の
さ
ら
な
る
向
上
に
向

け
、
学
生
の
成
長
を
軸
と
し
た
教
育
に

努
め
た
い
。

企
業
の
選
考
基
準
と

教
育
成
果
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

【図表1】企業が感じるインターンシップ参加
学生に不足している自己理解（上位5位）

【図表2】企業の本選考における選考基準（上位5位）

保護者が子どもの大学選択で重視したこと（2012年）

□教学改善における学生との協働

□「3つのポリシー」に基づくPDCA

□社会が求める知識・能力との整合

□ステークホルダーへの情報発信 ＊図表1～4 ベネッセi-キャリア「企業の新卒採用動向調査－学修歴社会へ向けた取組み等について－」（2025年6月実施／企業の人事担当者 n=823）を基にBetween編集部にて一部加工
図表4 ベネッセi-キャリア 「大学キャリアセンターの『学生キャリア支援』における調査2024」 （2024年8～9月実施／全国の大学の就職・キャリア支援担当部署 n=277）

＊ ベネッセ教育総合研究所「大学生の保護者に関する調査」（2012年／n=5,644）

※ 「わからない」を除く

【図表4】大学の「評価してほしい観点」と企業の「選考基準」（抜粋）
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図表1～4の「企業の新卒採用動向調査」は速報版（抜粋）です。全体のレポートは、2025年10月中を目処にベネッセi-キャリア
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【調査結果の要点】
▶学生参画は、調査など一方通行型が多く、教職員と学生の協
働型を行っている大学は少ない。
▶内部質保証に学生が参画すると、教職員の教育改善への関
心が高まり、学生の教育満足度も向上する。
▶学生参画による質保証は「参考モデルがなく、国からの支援も
ないので実施が難しい」。

【課題解決に向けて】
教育改善への学生参画は、教職員の意欲や学生の満足度が高まる
ため、質向上に奏功すると考えられる。その手始めとして、学生アン
ケートで収集した意見をオープンな形で活用してはどうか。それが「学
修者本位の教育」への転換への第一歩になるだろう。学生にフィー
ドバックされないと、かえって学生のエンゲージメントは低下するので
注意したい（P.24～25参照）。

【調査結果の要点】
▶「教学マネジメント指針」の内容を知っている教員は約半数。
▶DPと評価、APと入試形態は概ねひもづけられているが、ポリ
シーの見直しとカリキュラム改定を同時に行うケースは少ない。
▶学習成果の把握・可視化の重要性は教員に理解されている。
▶学生の保護者は「DPをふまえた授業設計」を魅力に感じる
が、実際によく行っている教員は約２割に過ぎない

【課題解決に向けて】
教育目標達成には、３つのポリシーを核とした教育活動とその成
果の点検・評価をふまえた改善が欠かせない。現状のカリキュラ
ムがDＰ達成に向けて最適な設計になっているかを判断するため
に、DPは達成度が測れるものにする（P.25～27参照）。

【調査結果の要点】
▶学生の保護者は、「教育力が高い大学」を見極める際に、「卒業
生の社会での活躍」など、出口を重視する傾向がある。
▶企業の新卒採用では、専門的スキルよりも汎用的スキルのほう
が重視されるが、その水準が期待値に達していない可能性がある。
▶インターンシップで、企業は学生の自身の「強み・弱みの把握」が
不足していると感じている。

【課題解決に向けて】
企業で活躍する人材を育成するには、教育活動の中で、自己省察によ
る自己の強み・弱みの言語化の機会を増やす必要があるのではない
か。ディプロマサプリメントやポートフォリオなどのツールは、授業で活
用したうえで、汎用的スキルを卒業までに一定水準に達するよう育成
し、その可視化によって学生自身が強みとして語れるようにしたい
（P.28参照）。

【調査結果の要点】
▶保護者が大学の教育力で重視するのは、社会での活躍と、そのた
めの手厚い教育。
▶保護者の大半は就職に関する情報提供を希望。
▶2012年度の調査結果と比べると、「お金に関すること」「専門的な
知識が身に付くこと」は重視度が上がっていると推測できる。
【課題解決に向けて】
立地、学納金、偏差値などに比べて、学生が身に付けられる力は
調べにくい。それを最も体現できるのは、大学教育で成長した在
学生だろう。どの学生も成長できるように教育改革し、その結果
の認知拡大を図りたい（P.29参照）。
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【図表3】選考基準と新卒者の水準とのギャップ 
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・タスクの進め方や志向性 

人
柄
や
性
格

自
社
へ
の
熱
意

 

汎
用
的
ス
キ
ル

（
思
考
力
、問
題

 

解
決
力
等
）

採
用

ポ
ジ
シ
ョ
ン

へ
の
適
性

専
門
的
ス
キ
ル

11.5
9.5

14.3

12.5

8.7

1８

1５

1２

９

6

3

0

（％）

※ 選考基準上位５位のみ

              

B1295479-P014_P019.indd   18-19B1295479-P014_P019.indd   18-19 2025/08/27   16:412025/08/27   16:41


